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重 要 ： 電子ジャーナルを利用する際の注意点 

 

電子ジャーナル本文へのリンクは，みだりにクリックしないでください。 

まとめて大量の論文をダウンロードすることは，契約上，禁止されています。 

悪質な場合は群馬大学全体の利用が長期間に渡って停止されます。 

 
実習１．Electric Journals A-to-Z を使って所蔵調査をしてください。 

    例）略誌名が「J. Phys. Org. Chem.」の場合は「J* Phys* Org* Chem*」と入力。 
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